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O HOLDの 機能一覧表

HOLD +[1]+臣
∃  ⇒

HOLD +臣
∃

+陸
ヨ  ⇒

HOLD +臣
□

+睡
∃  ⇒

HOLD +臣
□

+睡
∃  ⇒

HOLD 十
睡∃

十
臣∃  ⇒

HOLD 十
睡∃

+睡
∃  ⇒

HOLD 十
[2]十 睡∃  ⇒

HOLD 十
[2]キ 睡∃  ⇒

HOLD 十
[3]+臣 ∃  ⇒

HOLD 十
[3]十 睡∃  ⇒

HOLD 十
睡∃

+睡
∃  ⇒

HOLD +睡
∃

1睡
∃  ⇒

HOLD 十
睡∃

十
臣□  →

HOLD 十
[4]十 □  →

HOLD +睡
∃

十
睡∃  ⇒

HOLD +睡
∃

十
睡∃  ⇒

HOLD +□

″HOLD 十
睡∃

HOLD 十
匠ヨ

HOLD 十
回

HOLD 十
睡∃

HOLD +睡
∃

ON→ スキャンスピード高速  OFF→ スピード低速

ON― ―ドスキャン    OFF→ 単一モードスキャン

ON→ メモリースキャン    OFF→ 順番CHス キャン

ON→ 空きCHス キャン    OFF→ 使用CHス キヤン

ON→ 全モード待ち受け    OFF→ 単一モード待ち受け

ON→ スペシャルサーチ    OFF→ 普通のサーチ

ON→ リザーブ機能ON    OFF→ リザープOFF

ON→ 全辞番号リザープ    OFF→ i致した群番だけリザープ

ON→ PTTリ ヨール 1分    OFF→ PTTリ コールなし

ON→ PTTリ コールいつも  ① FF→ 1分以上握っていれば
リコール

ON→ 多群番リコータレ     OFF→ 普通のリコール

ON→ タイマーリヨール    OFF→ 普通のリコール

ON→ 受信感度低減      OFF→ 受信感度最大

ON→ 送信出力低減      OFFす 送信出力最大

ON→ ローカメレモード     OFF→ 制限なし

ON→ 1分遍扇モード     OFF→ 制限なし

ON→ ATIS信 号カット   OFF→ ATIS信 号送出

ON→ 群番号解読       OFF→ 群番輝称 しない

ON→ 制御CH妨 害      OFF→ 妨害しない

ON→ 80CHモ ード     OFF→ 158CHモ ード

切断信号の送信 (ただし、通話CHの み)

目覚し時計機能

ON→ タイマーカット     OFF→ タイマー動作HOLD 十
匹□
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HOLD tt HOLつ  十
[0]― 睡ヨ  ⇒

HOLD + HOLD + HOLD

HOLD + HOLD 十
回

HOLD tt HOLD tt CALL

HOLD 十
回

HOLD tt CALL

HOLD tt REMOTE

HOLD 十

HOLD 十
回

各状態による、マイクのキー機能

マイクのREMOTE・ SHIFT

京 とE M C ) ' 上
｀

E 去 一 一

③

群番号コピー

免許番号吸い取り

自局の免許番号表示

相手局の免許番号表示

ON抑 ち受け  OFF→ 待ち受↓韓 だけ

ON→ 免許番号待ち受け  OFF→ 群番号の待ち受け

ノーマル機能

HOLDか ら抜ける

HOLDか ら抜ける

・ENDの 機能は、無擦授の状態のより変わります。

メモリー呼び出し

lCH ダ ウン

1モ ード ダ ウン

連続リコール

連続リコータレ

ノーマル機能

80CH・ lMIN・ LOCAL切 り替え

lCH ダ ウン

lCH ア ップ

リセット

1モ ード ア ップ

リセット

リセット

HOLD解 除

リセット

モニター

スキヤン中

溺 中

縮 中

HOLD機 能中

S H I F

リセット

モニタ ー

E N D キ

リセット

モニター

スキャン中

通話中

送信中

HOLD機 能中

‐
上

‐
キ

ー
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O M キ ーの機能一覧表

回十回～□

□十HOLD十□～□

回十区国十回～□

□+CALL+□～□
□

十 CALL +□

□
+ CALL 十

回

□
十 CALL tt HOLD

□
十 CALL tt CALL

匹∃
十 CALL +

□・マイク REMOTE

マイク REMOTE

→ メ モリーの指定及び呼び出し

→ チ ャンネルメモリーの書き込み

→ チ ャンネルメモリーの呼び出し

→ メ モリーO～ 9の待ち受け設定、解除

→ P一 CODEの 待ち受け設定、解除

→ H一 CODEの 待ち受け設定、解除

→ L一 CODEの 待ち受け設定、解除

→ A一 CODEの 待ち受け設定、解除

⇒ B― CODEの 待ち受け設定、解除

◎ MON キ ーのCH指 定方法

◎ CALL キ ーの機能

匹ヨ
十 CALL 十  マ イク END      →  E一 CODEの 待ち受け設定、解除

+ 12回 のキー入力  ⇒  免 許番号の書き換え

⇒ リ セットの場合は、前日使用のCH   モ ニターの場合は、ス去ヤン

～
睡∃

+[王
至玉] ⇒

 メ モリーCHの 呼び出し

十
区∃

～
睡∃

のキー2回 十
匹座憂∃  →

 キ ー人力のCHヘ モニター

リセット状態では、自動呼び出し そ の他の状態では、CH表 示

～
[互]の

キー2回 十
匹茎憂∃  →

 キ ー入力のCHヘ モニター
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SFX 取 扱説明書
0駒 に

繁じ率喜試リギん歪慈努局だ難
① スペシャ/1/t―ドの入れ方

に続 く次のキーです。

HOLD  →
 区 ∃

→□ 匝ヨ ⇒回

匡卜L _三』 十匝国 ⇒ o 5 0

例12 3 C Hに指定 区ヨ+1 2 3 +匝茎速∃⇒区=亜肇垂∃
⑤ リザープメモリーについて

Oり
寵言轟転離蘇繁誕S:旨言語覇善F笙

ラだ京貨ど9堆幸酎岸脅F材号緑F揚ち把葛富互月艦多岳、

°
響落醜重S忌言1旨:筆語蓄野馳魂騨楽 レこまた、象のカレープ

○ リ ザープメモリーの使い方としては、以下の4と うリカも っとも便利と思われます。

1.リ セット待磯中、呼ばれた辞番、CH、 モードを記憶して、リセット状態を続ける。

2.り
猿浅ぅ管讐督:群

梯 誰 、次 表々示される群番をためておき、希望的 ところまで、

3.モ岳曇「そ=呑ど義むぞ/文節▼稀智李どが2矛けと同じ構を見つけたら、その諾、
4,自 分であらかじめ、リザープメモリーに記憶しておき、そのCH間 を自由に行き来する。

凝設軽綜藁酸掌識 あ:義艶れ基丁ギ旨ヤ曾甲を

皆ぞ谷ぎふ4レ状態
になっています。

⇒  OSET一   の 表示となる。

② ノーマルヘのもどし方

HOLD + REMOTE  ⇒   ノ ーマル機能

③ 特 殊群番号の打ち方

0 ～ 9 の舞 朔 の 膨 解 揺 汚

日 ⇒回

C A I " L   = ) 歴
∃

④ CHの 指定を行います。

例 50CHに 指定

(4)



下記に、それぞれの機能の組み合わせ方法を例として記します。

リセット中の留守番機能

自動リザーブ機能を、ON に します。

以下をセットしてリセットー れ!長
記憶しリセット状態に戻します。

リセット中の群番戻し

スペシャルサーチリザープ

スペシャルサーチ機能を、ON

睡∃
のキーで、出入できるリザープを上つ進めます。↓

リザープ関係の操作を行った場合、

ここに、現在、中央に表示されたすンバーのリザープに入出力可能という意味です。

⊂=0=D の 表示がされます。

IHOLDI+□十□ ⇒ 2 3

自動敵に呼び出しを受け30秒 にその群番、CH、 モードを

鎌 諄 り井 鶏 能を、ONに します。 HOLD十
□

十
□

⇒ 2  4

以下をセットしてリセットー れば、次 表々示されてくる群番号を、後戻りさせて、そのCHに

行くことガで きます。ただし、9個以上前の信号は戻りません。

□のキーを押すことによ吹たまっ0韓 が表示されます。

にします。  HOLD +睡
∃

+陸
∃  →

  2  2

自動リザーブ機能を、ON に します。 HOLI)十
[三]十 睡∃  →

  2  23

上記をセットして、モニターサーチをかければ、待ち受け群番と、同じ群番のCH、 モードを記憶
して行きます。なお、リセットをかけるまで行いますので、出かけている間に、仲間のいるCH

を調べておけます。

リザーブメモリーの仕組み

リザープメモリーには、0～ 7までのナンバーがついています。

リザープメモリーは、そこにデーターが書き込まれると、自動的にナンバーを一つ進め、

次のデーターに備えます。

のキーで、出入できるリザープを一つ戻します。↑

のキーで、使用中の状態を、リザープします。

のキーで、リザープを呼び出します。

(5)



③ リ ザープを呼び出す

魂 の鮨 、
□

と
睡ヨ

のキーを雄と、 C=o士 Dの ような蘇 が出て、緒 号が

までのどれ力です。
□

と
睡ヨ

のキーで、呼び出助“ リヽザープNO。 または、群番号が

表示された時に、
睡∃

のキーを押します。すると、リザープされ0ヽ たCHに 移ります。

また、PTTを 押すと、自動的にリザーブされていた群番号になっています。

通話が終わって、リセットしますと、リザープを呼び出す前の群番号に戻ります。

リザープを呼び出しても、0～ 9の メモリーは、壊されることはありません。

リザープに記憶させる

ここでは、自分の希望する群番、CH、 モードを、指定したリザープに記憶します。

A  ま ず、機械が勝手にリザープ機能を動作させないように、自動リザープを止めておきます。

HOLD十□十回|・… → 3が 消えるようにする

B

C 謙 させか リザープNO.に する。
□

と
回

のキー紳 して、好きなNO.に する

回
のキーを押す。 → リザーブNO.を 表示して、群番号表示に戻る。

以上でリザープヘのメモリーが行われ岸した。

以降は、いつでもリザープさせたNO.にして、回のキーを
押せば、そのCHに 群番号もあわせて移動します。

CHに ついて

キー操作によるCH設 定の場合は、01～ 158CHま で可能です。

(モニタースキャンの場合は、02～ 158CHま でです。)

ただし、制御CH(01ch)の 送信は、出来ません。また、モード3,4,5,6,7は 極度に

周波数が離れているため無線機本体の性能により、送信できない場合があります。また、送信して

も、安定した電波であるかは不明です。このため、この周波数帯での送信は、極力行わないで下さ

い。終段パワーモジュールの故障の原因ともなります。

自動車TELが かなり地下モードにせまっているため、地下モードでの送信は、注意カツ要です。

(6)



峨 辛一の操作

数字キーは、下図のように動作 します。

キーパネルの各機能

現在のCHよ り
-lCHダ ウン

□

現在のモードより
-1モ ードアップ

□

現在のCHよ り
+lCHア ップ

□
現在のCHよ り
ハーフCHダ ウン

□

現在のモードより
+1モ ードアップ

□

現在のCHよ り
ハーフCHア ップ

□
リザープを

ひとつ戻す

□

リザープを

呼び出す

□

リザープを

ひとつ送る

□

リザープに

記憶させる

□ 日 □

なお、マイクでもチャンネルのアップ・ダウンが可能です。併用して使用 して下さい。

こんなつかいかた

CHが 、ハーフづつ移動できることを利用して、他の無線機が周波数がずれて

いた場合基準となる周波数より、高い力、低いのか、簡単なチェックができます。

ただし、SFXの 周波数を、きちんと合わせておく必要があります。

購入された販売店で定期的に″点検されるとよいでしょう。

(7)



⑥ 待ち受けのセット・解除

Mキ ーに続いて、CALLキ ーを押しますと、待ち受けのセット、解除のモードになります。

匹□
十 CALL + 1～ 0、 C等   →   PHLAB  特 殊群番待ち受けセット表示

メモリ1～ 9の待ち受けセット表示は、表示LED左 下のガヽ文字にて表示します。
メモリー0の待ち受け表示は、C一 MEMラ ンプにて表示します。

匹□
十 CALL 十

臣∃ 高轟た夏圭?管旨摯セ‰ 塁写F
また、中 の雅

Pの 部分が点灯、消灯します。

□
□
□

匝∃
十 CALL 十

睡∃  ⇒
  P

匹∃
十 CALL+区

ヨ
→

IH 司
Hの 部分が点灯、消灯します。

匹□
十 C A L L  t t  H O L D →  L  L の 部分れ諏 、消灯します。

区ヨ
+  C A L L  +  C A L L   →      A    Aの 部分が点灯、消灯します。

□
十

L型 :」
十 REMOTE →    b bの 紛 れ起灯、消灯します

匝ヨ
十 CALL十

睡憂正∃
⇒ T一 LIMの 赤いランプれ点灯、消灯します。

いずれも、点灯した状態で、待ち受けセットとなります。

また、自分で最後に表示した群番号は、上記の操作に関係なく、常に待ち受け状態となります。

メモリー0か ら、メモリー9ま で、特殊群番号6種類で、あわせて、16局 待ち受けです。

⑭ リ セット中の、CALLに 続くキーを押すことにより、自動呼び出しが可能です。

→ C  .+□ から□までのキーのメモリー帥 び出し。
C A L L → C  + □ ⇒

匡 ∃
交通情報用韓

CALL  →   C     +匹
ヨ  =〉 [三 三互互王]高

速道路通信用

CALL  →   C     十
歴茎垂墓∃  ⇒  睡 :茎 茎茎∃  近

接草通信用

→  C     十
区垂重茎∃  →  臣 重茎墓茎ヨ  Aヨ

ード

→
 IC    I十

 REMOTE~→   b一 cOd  bコ ード

→ C  + □ ⇒
□

帥

(8)



① ス キャンスピードの切り替え

HOLD +[王
]+臣 □

スキヤンスピードを変えます。

② :鎌:―ドスキャン

H O L D の 各 機 能

⇒   11      再 度でOFF

HOLD 十
臣国

十
睡∃  =〉

 1 2     再 度でOFF

モニターサーチの時、1回りしてCHの 最初になると、モードを進めます。
これにより、すべてのモードがつな力ちたようになり、サーチを行います。

③ メモリースキャン

HOLD 十
[王]十 睡∃  ⇒

  1  8    再 度でOFF

CHの 順番のスキャンでなく,CHメ モリーのスキャンを行います。
SFXに は10個 のCHメ モリーがありますがCHメ モリーについては 13P ② 項を参照 して

下さい。あらかじめ使用のCHを 記憶しておいて下さい。

④ 空 きチャンネルサーチ

HOLD 十
臣∃

+睡
∃  =〉

 1   4   再 度でOFF

スキャンを空いているCHで 止めるようにします。
あくまで、機械の空きCHレ ベルにより判断しますので、遠くで使用している場合、また、プレーク
タイムの時などで、使用中のCHで 止まることもあります。

② 全モード待ち受け

HOLD +[互
]十 臣∃  ⇒

  21      再 度でOFF

すべてのモードの制御CHを 、リセット中に高速にスキャンしながら待ち受けします。
す度に8つのCHを 聞いている訳ではないので、着信率は悪化します。
全モード待ち受けをしている局を呼び出す時には、連続リコールを使用して下さい。

③ スペシャルサーチ

HOLD 十
[互]十 睡∃  ⇒

  2 2     再 度で OFF

モニターサーチをする際に、受信した局と、自分の待ち受けを比較しながら行います。信号の入感す
るCHで は、30秒 間ATIS信 号を待ちますが、信号が受信出来なければ、次のCHに サーチを続
けます。信号が受信できたらなら群番号を確認し、待ち受けと違えば、次のCHへ 移ります。

② 自動リザー鞠

HOLD 十
[互]+睡 ∃  ⇒

  2  3    再 度でOFF

お機には、群番メモリー、CHメ モリーの他に、リザープメモリーを持っています。リザープメモリー

とは、群番、CHの メモリーとは独立して、群番とCHを ペアでメモリーしておけます。
ここでは、自動的にこのメモリーに機械の判断でデーターを記憶させてしまう機能です。
H+2+4の 機能と組み合わせて使用します。なお、次に示す録 一致群番号つ リザーブ機能は、
この機能がセットされてはじめて使用出来ます。

リザープメモリーは、全部で8個 ありますが(9個 目を記憶させると、1個 目が消えてしまいます。
別項目に、リザープメモリーについての詳細を記していますので、そちらと参照下さい。

(9)



③ 全群番号リザープ

HOLD 十
[互]十 睡∃  ⇒

  2   4   再 度でOFF

暑髭そ雛 鸞鰹艶軽議鶏 S暑遷釜詳され
族3き見をrをあるこた赫 2とと総 望手戸ム群翻路葱財Ⅲ幼 ってゅく韓 ょ

③ 自動リコール

HOLD十
□

十
回

⇒
陛 」  顧

でOFF

PTTを 離した時に、自動的にリコールを送信する機能です。
このセットだけの場合ですと、PTTを 握って、1分以上たたない場合には、リコールしません。

再度でOFF

待ち受け指定をしている群番号を全てリコールする機能です。待ち受け設定は 8P ⑥  と 参照
下さい。

①  タ イマーリコール

HOLD 十
[互]十 睡∃  ⇒

  3 2     再 度でOFF

この機能を入れると、PTTを 離した時にリコールします。

多路 ・括リコール

HOLD十回+□ ⇒ 3 3

HOLD 十
[互]十 睡∃  ⇒

  3   生
    で

OFF

溺 中に、自軸 に、

② 鎌 鍍 戯

HOLD 十[二]十 ⇒  41     →  RxLラ ンプれ亀灯  再 度でOFF

無線機の受信感度を低下させる機能です。遠距離からの混信がある場合などに有効です。

l13b 送信出力低減

①

3分間ごとにリコーメレします。

HOLD 十
[互]十 腫∃  →

  4 2    →  T tt Lラ ンプれ宝灯  再 度で①FF

無繰機の送信パワーを下げる機能です。遠距離へ妨害を与えている場合に有効です。

14D ローカルモード

つ を暑最恐営言五蛋事野
び出します。呼び出された相手は、自動的に受信感度、送信肋

品芸百落r手推み舎守=足雪R場艶 誕早R啓寧あ準rれ翌繋導き計
まいます。

② → 錦〕モード

HOLD 十
[互]+睡 ∃  →

  4  4   ⇒  lMINの ランチ宝灯  再 度でOFF

通話する相手を、 1分 通話モードで呼び出します。

IHOLD十
十

睡∃
+睡

∃
→ 4 8 → LOCALの ラン尤細 再度でOFF
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H O L D + 5～ 8について

H O L D  を 押すと  ⇒

H O L D の 各 般 機 能 2

F 5 6 7 8 のセット、解除の確認が出来ます。

F    6 再度でOFF

受信の時、ATIS信 号を受けた群番号を表示させます?

① ATIS信 号カット

H O L D  十
睡∃  →

② 群幾 脇

H O L D  十
睡∃  ⇒

② 制御信号の妨害

HOLD 十
[王] ⇒

F 7  ″

F 5 再度でOFF

PTTを 握った時、離した時のATIS信 号を止めてしまいます。ただし、リコールは出来ます。

再度でOFF

響簾酌 響覇証艶騨幣罪籍騨よ軸新羅挙Fけ藤務え
なお、リセット中の状態でだけ機能が動作します。

④ 80CH ⇔  158CH 切 り替え

HOLD 十
睡∃  ⇒

再度でOFF

呼び出し、モニターの際のスキャンの幅などを、80CHか 158CHモ ードか選択出来ます。

⑤ 切断信号
T Xラ ンプれ竜滅し、Sメーター

H O L D  十
回  ⇒

   C U T     再 度でO F F   が 振れっぱなしになる

セットしている群番号で、切断信号を送信します。ここでいう切断信号とは、自局に暗証コードの
ない場合のことです。暗証ヨードがわからないため、すべてに該当するコードを送信します。
送信終了までに、約2分間かかります。
また、通常の切断信号 促昂状態から、自局と同じ暗証コードを持つ局をリセットさせる)を 送出
する場合には.本体のENDキ ーを1秒以上押します。

③ 捕 の変更

HOLD十
回

十
回

… … ,⇒  F H・
匡 =ヨ

・
匡 三 コ

HOLDに 続く 0 の 回数で変化します。  動 作音 大   動 作音 ガヽ   動 作書 無

② 目覚まし時計

HOLD十
日

⇒ 00-00+回 十
□

+□ 十
回

十
□

上記では、8時間後に、ビーピーとぃう音を発して、時間に
なったことを知らせます。

③ タイマーカット

⇒ 0 8 - 0 0

HOLD +匹
ヨ  →

   CUT   タ イマーカットON 再 度でOFF =〉
回

呼び出しを受けた後のタイマー ON/OFFで す。ONな ら30秒 後にリセットします。

F 8
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③ 群番号吸い取り

C  O  P  Y

議 の時、表示された群番号を、自分のメモリーにコピーすることが出来ます。コピーしたい群
番号が表示されたら、上記の操作を行います。但し、以前に記憶されていたメモリーは消されます。

免 許 番 号 に 関 す を,奄叡清と

① 免許摯勢残い取 り

HOLD tt HOLD  ⇒

十区王茎∃ ⇒

C  O  P  Y 十 HOLD  ⇒ l  b  C  d

- 2 2 1 6

HOLD tt HOLD  ⇒ C  O  P  Y

受信したATIS信 号の中の、免許番号を、自局のものにして
しまいます。吸い取った免許番号を、表示します。

右記のように、3回 にわけて表示されます。
5  6  b  d

② 自 局の免許番号の表示

HOLD tt HOLD  ⇒ C  O  P  Y十
臣 至 更  →

~ 1 3 6 9

現在使用している自局の免許番号と、表示させます。
- 2 4 b C

_ 5 5 7 7

③ 相 手局の免許番号の表示

HOLD tt HOLD  → C  O  P  Y十 CALL  ⇒
~ l  b  C  d

受信した、ATIS信 号の中の免許番号を表示させます。
- 2 2 1 6

_ 5  6  b  d

④ 免許番号を作る

匹ヨ
十 REMOTE

→~  十
回十□十□+回 ⇒ 1 2 3 4

→ ―  十 □十回十□十□ ⇒ - 5 6 7 8

→ _  十 睡∃十区∃十匹ヨ十区茎垂垂∃⇒ _ 9 A b C

これで、免許番号は、1234567890AbC と なりました。キー入力の際のアルファペット
入力は、群番号と同じです。
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①免許番号で待ち受ける

岡
十 CALL  ⇒

そ の 他 の 機 能

A T I S セット 熙 でOFF) →  申

② 全群番号待ち受け

HOLD +匹
茎憂∃  ⇒

   A IJ L   セ ット (再度でOFF)⇒    G U 下

呼び出し、リコールを行っているすべての信号に対して、受け付けします。

② チ ヤンネルメモリーの仕方
SFXは 10個 のチャンネルメモリーが出来ます。

○ メ モリーする
まず、記憶させたいCHに セットします。

例 100CHに セットする。
区∃

十
回

十
睡∃

十
睡∃

十
IM∃

→ o100

100CHに て、モニター状態になります。その後、例としてCHメ モリー1に記憶する

回
十 HOLD  ⇒   SET一 一  十

匝∃  ⇒
  SET-1  ぅ

呈?定 老ゲ程発李
モ

また、通話状態 (レディー)の 時、そのCHを メモリーしておきたい場合には、上記操作のほかに、
以下に示す方法でも行えます。 (50CHで 通話していたとします)

回  →
  SET― 一  十

[互] ⇒
  SET-2  琴

暫ッ花増;晨 豊見撃ご是Pメ
モ

メモリーしているCHに 移る (メモリーを呼び出す。)
先程、CHメ モリー1に入れた、100CHを 呼び出してみます。

□+回  二→  SET一―  十臣∃ ⇒  0 100  扶農2象言Fモ
ニター

また、CH設 定とにた方法でも行えます。CHメ モリー2を呼び出してみます。

日
十

睡∃
十

臣玉茎∃  ⇒
  0  50  50CHで モニター状態となる。

ここで注意する点は、CH指 定の時は、2。 または3桁 入力でしたが、1桁入力の場合は、
CHメ モリーの指定と解釈します。

メモリーセット、呼び出しとも、0～ 9ま での10CHの CHメ モリーカ校用出来ます。

r'セット、モニター、レディ、送信中のいずれの場合からでも、CHの 移動が瞬時に行えます。
また、設定した時のモードも同時に、記憶しています。CHメ モリー呼び出しにも、その、モード
に自動的に移ります。
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